
酪農業界のあらたな
取り組みに期待と希望を

　平素より北海道アルバータ酪農科学技

術交流協会の交流事業推進につきまして、

格別のご理解、ご協力をいただき心より

厚く御礼申し上げます。2021年もコロナ

禍で多くの制約を受けた年でありました

が、関係者の皆様方の多くのご協力とご

支援をいただきながら事業推進に努めて

まいりました。

　さて、酪農を取り巻く環境は、今年も

昨年から続く新型コロナウイルス感染症

拡大による長期化した社会活動の自粛に

よる牛乳乳製品の需要減少、さらにはバ

ターや脱脂粉乳等の在庫の増加等、生産

者、乳業など酪農関係者にとって大変厳

しい状況にあります。北海道農協酪農・

畜産対策本部委員会は2021年11月８日、

2022年度の生乳生産目標を前年比１％増

に抑制する方針を決定したことが発表さ

れました。生乳生産目標を前年比１％増

に抑制することは、関係者にとって正に

苦渋の決断であったと思います。

　こうしたことから、今後は牛乳乳製品

の消費回復のためにさまざま取り組みが

必要になると思われます。たとえば、家

庭内需要の増加および健康志向に対応し

た、新商品開発・販売が必要であると思わ

れます。また、ウィズコロナやアフター

コロナにおけるニューノーマルな社会の

到来を想定すると、リモートワークやマ

イクロツーリズムと称される生活スタイ

ルの変容に対応した地方の創生が今後の

重要な課題になると思われます。このよ

うななか、農業の六次産業化の推進や生

産者と企業、教育研究機関および行政機

関の連携による地方創生プランを策定す

ることで、地域の魅力を掘り起こし、活

性化を図る必要があると思います。そし

て酪農はその核となり得る産業であり、

既に成果を上げている地域も少なくあり

ません。このように酪農業界のあらたな

取り組みに期待し希望を持って、当協会

においても少しでも貢献できるように事

業を進めてまいりたいと考えております。

　また、世界的に持続可能な開発目標

（SDGs）が注目され、取り組みが進め

られています。酪農もSDGsに貢献でき

ることが複数ありますので、当協会とし

てもSDGsの推進に取り組んでまいりま

す。その一環として、２月の海外農業技

術セミナーでは「持続可能な農業とは～

気候危機と生物多様性の喪失～」と題し

国際連合（国連）やアルバータ大学に講

師を依頼してオンラインで開催いたしま

す（詳細は６ページをご覧ください）。

　新型コロナウイルス感染症、気候変動、

生産資材の高値推移など酪農を取り巻く

環境は依然厳しさを増しています。当協

会は微力ながらわが国の酪農の持続的発

展と次世代につなぐ交流事業をめざして

努力してまいります。今後ともより一層

のご支援とご協力をお願い申し上げます。

北海道アルバータ酪農科学技術交流協会

会長　谷山　弘行
（学校法人酪農学園　理事長）

C o n t e n t s

Alberta News
ア ル バ ー タ だ よ り

Hokkaido - Alberta 
Dairy Science & Technique
Exchange Association

111No.
発 行

2022.
01.01

北 海 道 ア ル バ ー タ
酪農科学技術交流協会

持続可能な農業とは
～気候危機と生物多様性の喪失～

日時：2022年２月22日
　　　09：00〜12：00

日時：2022年２⺼9日〜13日
　　　 10：30〜18：30（予定）
場所：札幌駅前通地下広場 憩いの空間

PR イベント開催

チ･カ･ホ de マルシェ酪農
学園

1	 会長挨拶
2	 佐藤貢・雪印乳業ー酪農学園・	
	 アルバータ大学奨学金
2 – 5	 アルバータ大学オンライン留学プログラム
6	 海外農業技術セミナー開催案内
7	 定期総会・役員一覧・会費等
8	 チ･カ･ホ de マルシェの開催	
	 谷山会長「旭日中綬章」受章

目 次 ▼

注目記事 P i c k   U p

▶▶  海外農業技術セミナー

▶▶  今、牛乳がピンチです



Alberta News Hokkaido-Alberta Dairy Science ＆ Technique Exchange Association2

獣医学群	
獣医学類	
5年
田原口　咲弥

□ アルバータ大学オンライン留学プログラム報告（抜粋）

オンライン留学報告会・奨学金授与式

参加者

獣医学群　　　獣医学類 ５年 田原口　咲　弥
農食環境学群　環境共生学類 ２年 林　　　優　奈
農食環境学群　環境共生学類 ２年 田　口　洋　翔
獣医学群　　　獣医学類 １年 松　井　瑞　嬉
獣医学群　　　獣医保健看護学類 １年 荒　木　　　真

2021年
8月18日～8月31日

　2021年10月５日（火）、酪農学園本館

にて「2021年度アルバータ大学オンラ

イン留学プログラム（夏季）修了証授与

式」が執り行われました。この度参加し

た５名の学生はプログラムの成績等に基

づき、本協会から奨学金５万円が授与さ

れました。

　本協会谷山会長（学校法人酪農学園理

事長）による挨拶の後、参加者が一人ず

つ今回のプログラムの報告プレゼンテー

ションを行いました。英語で発表した学

生もいました。

　プレゼンテーションでは、「実際にカ

ナダに行きたくなった」「英語で会話す

ることの楽しさを感じた」「韓国人の友

達ができた」「日本人はやはりあまり喋

らないなと思った」「オンライン留学は

挑戦しやすい環境だった」などの感想や、

「自分の知っている日本の文化はすごく

少ないと思い知らされた」「積極的に話

すこと、自分の意見を言うことの大切さ

を学んだ」「文化や言語、人種の多様性

について体感することができた」「他国

の学生が、日本語や日本の文化について

話してくれ、日本が世界の一員になって

いると感じた」など、それぞれが学んだ

ことを発表し、この留学を経験して、手

ごたえや成長を感じられたことが伝わっ

てきました。

　その後、学生一人ひとりに修了証と奨学

金が谷山会長より授与され、最後に、酪

農学園社会連携センターの吉中センター

長（本協会常務理事）から、「プログラム

に参加してくれたことに感謝いたします。

“Going far away means coming back 

to yourself -遠くに行くということは、

自分に戻ってくるということ- ” オンラ

インのプログラムであっても皆さんが感

じたように、海外に行くと、自分が日本

人であるということや、いかに日本の文

化や社会のことを知らないのかというこ

とに気づき、もっと日本について学びた

いと感じます。近い将来、実際に海外に

行ったときにこのプログラムがとても意

味があるものだったと実感できることを

願っています。」と挨拶され、授与式は終

了しました。５名の学生が今回の経験を

通して、いつか実際の留学へとつながる

こと、そして今後様々な場面で活躍して

くれることを心から願っています。

　いつかはしたいと思っていた留学。コ

ロナの影響ではありますが、オンライン

という気軽に参加できるプログラムで現

地の雰囲気を味わえるこの機会を逃さな

くて本当に良かったと思いました。リア

ルタイムで先生の講義を受け、みんなで

討論したり、プレゼンテーション

する感覚はきっと現地で体験する

ものと同じだと思います。もしか

すると対面で行うよりもより伝え

ようとオーバーに話すことで、さ

らに表現の幅が広がったのかもし

れません。

　２週間のオンライン留学生活の

スケジュールや得られたことなどを紹介

できればと思います。

　まずスケジュールですが、平日の朝９

時からZoomでオンライン授業が始まり、

10時半過ぎにいつも終わりました。その

あと火・木・金のみ12時、または13時か

期  間

佐藤貢・雪印乳業–酪農学園・
アルバータ大学奨学金
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農食環境学群	
環境共生学類	
２年
林　　優奈

　私がオンライン留学プログラムに参加

した目的はコミュニケーション能力の向

上のためです。私は大学１年生の時にコ

ロナの感染拡大のため大学構内でも人と

の関わりを持つことが難しく、同学類の

学生と親睦を深める機会もなかなか持て

ない１年間を過ごしました。２年生に進

級した時、より多くの人と仲良くなるた

めに去年の自分の反省点について考えま

した。私は常に人から話しかけられるこ

とを待っており自分から機会をつくりに

いかなかったこと、他人からの評価を気

にし過ぎていたこと、失敗を過度に恐れ

ていたことが考えられました。これらの

克服のためには能動的に何か行動を起こ

してみる必要があると考え、このプログ

ラムへの参加を決意しました。はじめは

緊張していました。クラス自体は20人も

いかない小規模なものでしたが、そのほ

とんどが初対面の人であり中には韓国の

学生さんもいたので自分のコミュニケー

ション能力に不安しかありませんでした。

しかし、より多くの人とコミュニケーショ

ンをとりたいという思いから失敗も一つ

の学びだとプラスに捉えることで自主的

なコミュニケーションを試みるこ

とができました。

　プログラム参加において私が特

に気を付けていたことは他人の意

図を読み取ろうと努力することで

す。私は大学２年生の時に国際理

解という授業を履修していました

が、その講義内で世界には多くの英語が

存在していることを知りました。私はこ

のプログラム内で“Canadian English

（カナダの英語）”,“Japanese English（日

本の英語）”,そして“Korean English（韓

国の英語）”に触れる機会を得たというこ

とです。カナダの英語は私たちがよく聞

くリスニング教材などと非常に似ていま

した。また、日本の英語は日本人特有の

少しぶつ切りに話す感じや、分からない

時によく「あの～」や「えっと～」がよ

く用いられていました。韓国の英語は私

にとっては少し難しく聞き取ることが少

し困難な時がたまにありました。ですが

そんな私にも分かりやすいように工夫し

て単語を選んで伝えてくれました。もし

このプログラムが日本の学生とアルバー

タ大学の先生のみで構成されたもののみ

だった場合、私はもう少し気を緩めてリ

スニングに臨んでいたと思います。です

が、韓国の学生とも同じクラスになった

ことで分からない部分があったとしても

それも英語で質問するため、より注意深

く聞き、より伝わりやすい表現をするこ

とを意識することができました。

　プログラム参加の結果として自分の体

感上では他人の評価を気にしなくなった

こと、積極的な行動ができるようになっ

たこと、考え方に変化が生じたこと、多

少の失敗を恐れなくなったことなどが挙

げられます。特に物事を楽観的に捉えら

れるようになったのは私にとって非常に

大きな変化でした。そして目に見える変

化としてTOEICの結果があります。プロ

グラム参加前に受験した結果は510点でし

た。しかし、プログラム終了後に受験し

た第２回目では585点にまで点数が上がっ

ており、日常的に英語を話すことを取り

入れたことによる変化を明確に感じるこ

とができました。オンライン留学プログ

ラムのメリットには、コロナ禍でありな

がら多くの人と接することができ英語能

力の向上が図れること、目に見えること

のみではなく自分の考え方や感じ方にも

多様性を取り入れることができるように

なったことがあると考えます。

らSECというオプションのZoom講義が

始まりました。これは開始１時間は今回の

オンライン留学生のみで行われ、その後の

１時間ほどは現地の学生も加わってその

日のテーマについてグループに分かれて

ディスカッションするというものでした。

　もちろん毎日課題があり、ホームペー

ジに載っているトピックをこなすのに加

えて先生からの質問２～３個について

メールで答えるというものもありました。

質問の内容は次の授業で行われる内容に

ついてが多く、自分の考えをまとめるの

にとても役に立ちました。そして毎回丁

寧に添削して返信してくださいました。

　この２週間で英語を話すことに抵抗が

なくなりました。カナダ現地の人にも通

じたことで自信がついたからです。２週

間でなかなか話せるようにはならないと

思いながらも、やはりたくさん話

して慣れることが一番の近道だと

確信しました。話し始めのフレー

ズや話題を変えるときの表現がス

ムーズに出てくることで会話が途

切れにくくなりました。オンライ

ンでも十分英語に慣れることがで

きたので、実際に現地に行けると

さらに英語に染まれるだろうなと留学に

行きたい気持ちが高まりました。また、

オンラインでは質問のタイミングが難し

いことを学びました。いかに質問の時間

に積極的に手をあげるかが大事でした。

マイクをオンにするのが最初は勇気がい

りましたが、質問をたくさんした方が授

業がスムーズに進みますし、不明な点を

英語で理解することはさらに勉強になる

ことがわかりました。

　今回のオンライン留学では、実際に現

地に行ったような授業を受けることがで

き、短期間でしたが英語を話すことへの

ためらう気持ちがなくなりました。カナ

ダの文化をたくさん学び、今後留学する

機会があればカナダに行ってみたいと思

えるプログラムでした。英語を話すこと

に少しでも壁を感じているのであれば、

ぜひ参加してほしい留学制度でした。



Alberta News Hokkaido-Alberta Dairy Science ＆ Technique Exchange Association4

農食環境学群	
環境共生学類	
２年
田口　洋翔

獣医学群	
獣医学類	
１年
松井　瑞嬉

　私がこのプログラムに参加した理由は、

元々英語や国際交流に興味があって勉強

したいと思っていたのですが、なかなか

きっかけがなく少しでも英語に触れたり

外国の方と交流する機会が欲しいと思っ

たからです。

　参加動機にはもっともらしいことを書

いてしまいましたが参加を申し込んでか

らしばらくは自分が本当に２週間頑張れ

るのかものすごく不安でした。理由はい

くつかあり、一つは中学生のころから

ずっと英語が大の苦手で基本的な単語や

文法も曖昧だったことです。特に事前の

TOEICのテストではほとんどなにを言っ

ているかわからないという状態でした。

もう一つは私が初対面の人と関わるのが

あまり得意ではなく、加えてオンライン

ということもあり本当に続くのか自分で

もわからないような状態だったからです。

　しかし他の参加者の方とメールのやり

取りの中で他の方も同じような不安を

持っていることが分かったとともに、プ

ログラムへのイメージがついてきたこと

もありだんだんと不安を和らげることが

できました。

　事前の準備ですが私は直前まで

別の予定があったこともあり、あま

りできませんでした。それでもやっ

ていく中で多く使われる単語や表

現は覚えていくことができるので、

そこまでしっかりした英語学習等

の準備は必要ないと思います。強

いて言うなら単語よりもＩthink ～

やmay, have to, can you ～など

の言い始めや言い回しを確認して

おくことが有効だと感じました。

　プログラムを終えて英語を使っ

たり話したりするハードルが下

がったと思います。その理由は、言

語は違っても人と人の関係であることは

変わらなくて、必要以上に正しい文法に

こだわりすぎる必要がないということに

気づいたからです。またお互いに意思の

疎通が不安定だったからこそより相手の

話に耳を傾け、温かい空気をつくること

ができたように感じました。

　英語力に関しては終わった直後はあま

り力が付いたという実感は正直ありませ

んでしたが、たまたまユーチューブで英

語のナレーションを聴いたときに単語の

切れ目がはっきり分かるようになってい

てびっくりしました。また字幕とナレー

ションの若干の違いに気づくことも多く

なり、リスニング力が付いたことを実感

しました。また英語を話す中で、文法も

品詞など理屈ではどうしても身につかな

かった部分が少しずつ分かってきて、英

文を書くことがあまり苦痛ではなくなっ

たと思います。

　今回私は英語に慣れるということを目

標にして参加したのですが、プログラム

を終えてそれだけでなくもっと英語でコ

ミュニケーションが取れるようになりた

いという向上心が生まれました。そして

今回このプログラムに参加して本当によ

かったということを以前の私に伝えたい

です。

　この報告書では私がオンライン留学プ

ログラムに参加した目的、プログラム内

容、そこで学んだこと、これから参加さ

れる方へのアドバイスを報告いたします。

　まず、アルバータ大学オンライン留学

プログラムに参加した目的です。新型コ

ロナウイルスにより、英語を学ぶため留

学に行けず、英語を話す機会が全くない

ことに危機感を感じていました。そこで

英語を少しでも話したいと思い、この留

学プログラムに参加しました。オンライ

ンということや、２週間という期間から

気軽さもあり参加しました。しっかりと

行うことで奨学金をもらえるので、気持

ちもより引き締まりました。

　私のクラスのルーク先生は、常

に自分の意見を具体的に話してく

ださいと、よく言っていました。

自分の意見を具体例とともに話す

ことによって、ほかの学生との会

話がしやすくなったと感じました。

さらに、ルーク先生は英語を話す

だけではなく英語で会話すること

も重視していました。提示された

質問の答えを学生がただ順々に発

表するだけではなく、ほかの生徒

がその答えに対してリアクション

をすることを意識しました。

　このプログラムで学んだこと、

感じたことはたくさんあります。まず、

英語で会話することの楽しさを感じまし

た。このプログラムの前半で私は誰かが

英語で意見を言っても、聞くだけで精一

杯で、それに対してのリアクションまで

することができず会話が途切れてしまう

ことが多々ありました。しかし、ルーク

先生や他の生徒の話し方を真似すると、
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意識しながらではありますが少しずつ英

語での会話ができるようになり、会話が

できると楽しさを感じることができまし

た。今後参加する方にも是非感じてほし

いです。もう一つ印象的だったのは、日

本人がやはり、あまり積極的ではなかっ

たことです。日本人の人数が一番多いに

も関わらず、クラス全体の場ではロシア

や韓国の方が発言する場面が多かったで

す。私も最初は１日１回発言する程度で

した。ですが、周りが喋らない分、自分

が喋ることができる場面がたくさんあり

ました。後半は思いつく限り発言するこ

とができたので、良かったです。

　最後に今後参加する方へのアドバイス

です。最初の４日間は英語というよりもパ

ソコンの使い方が慣れず大変でした。実際

先生に聞くことが多々ありました。また、

授業後に反省を書いておくといいと思いま

した。その時の授業での反省や、次回での

改善点を自分で意識することができます。

オンライン留学がより充実したものにな

ると思います。オンラインかつ２週間で気

軽に参加できるので、英語に触れることが

できるとても良い機会となると思います。

　国際交流課の皆様、一緒に参加してくだ

さった酪農学園大学の方にはオンライン

留学プログラムに参加するにあたり、とて

もお世話になりました。ありがとうござ

いました。

獣医学群　	
獣医保健看護学類	
１年
荒木　　真

　私は以前より国際交流に興味があり、

大学入学を機に積極的な活動に取り組も

うと決意しておりました。私の考える国

際交流とは語学教育のみならず、各国の

倫理観の違い、宗教の捉え方、国際環境へ

の価値観といった日常では感じることの

できない国々の感覚の違いをディスカッ

ションによって共有し合うというもので

した。本来は短期留学によってそれらを

実行しようと考えておりましたが、コロ

ナ禍でのオンライン実施ということで、

経済的な負担が実際の留学よりも少なく、

手続き等も比較的少なく参加できたこと

から、長い期間計画していたものではあ

りませんでしたが挑戦に至りました。

　CSGCOクラス・SECクラスにおいて

新しく習得した語彙やフレーズはメモを

取り、Vocabulary（語彙）欄に記入しそ

の都度記憶するようにしたので、TOEIC

の点数を比較してもプログラム開始前と

比べて語彙力はとても付きました。

　スピーキングに関して、今までは羞恥

心がゆえに発言できないという場面が

多々ありました。しかし、私が意見を申

したい場面ではDan先生がいつも

「go ahead!!（さあ、やれっ！）」

と言って、発言しやすい環境を作っ

てくださって、意見を述べること

ができた場面が多くありました。

少人数クラスなどでは、あらゆる

国から集まったオンライン留学生

の中で、発言しないと流れに飲ま

れてしまうと考えたため、できる

だけ会話の流れを自分から作るよ

うにし、話題を振る場面を多く作

るようにしました。羞恥心がゆえ

に発言できない状況が大幅に改善

したとは言い切れないかもしれま

せんが、今まで自分の中にあった

大きな壁を少しずつ乗り越えている実感

はとても大きいものでした。

　様々なボランティアの方やクラスの方

と交流し、やはり自分の英語力やコミュ

ニケーション力の低さを実感しました。

話したいことがあるのに英語で伝えられ

ない場面や、そもそも会話が成り立たな

い場面など非常に後悔の残る場面もたく

さん経験することができました。この後

悔を今後の糧にできるよう、To Do Lists

（反省と次回に向けて）欄にその都度しっ

かりと記入し、前回よりも今回、今回よ

りも次回といった意気で今後の国際交流

活動にもつなげていこうと思いました。

しかし、この経験は国際交流活動のみな

らず日常生活にも置き換えることのでき

る非常に大切なものだったと思います。

　今回のプログラム参加について、まだ大

学に入学し数か月という短期留学もしく

は長期留学について本格的な動きに入る

ことが難しい時期にもかかわらず、オンラ

インプログラムという挑戦しやすい環境

を提供していただき、現地での留学さなが

らの非常に貴重な経験をすることができ

ました。今後目指している、現地での留学

をしたいという思いを強くするべく、今回

のオンライン留学はとても充実し、成長を

実感することのできる機会となりました。

期　間　2022年３月７日（月）～３月18日（金）
費　用　780カナダドル ＋TOEIC-IP受験料（２回）4,460円
奨学金　�参加した酪農学園大学の学生の内、成績上位17名に５万円の奨学金を給付します。
申込締切　�2022年１月21日（必着）�

https://forms.gle/gYbJ8LjYMxmdUG8S8

　　　　  酪農学園社会連携センター　国際交流課
　　　　  TEL：011-388-4132,   E-mail：rg-iad@rakuno.ac.jp

オンライン留学
プログラム
春季募集中!! お問い

合わせ

お申込みは
こちらから
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海外農業技術セミナー
開催案内

持続可能な農業とは
Sustainable Agriculture in the Age of Climate and Biodiversity Crises

日　　時　2022年 ２月22日（火）　09：00〜12：00（日本時間）
会　　場　会　場　参　加：酪農学園大学　C1号館1階　101教室（北海道江別市文京台緑町582）
　　　　　オンライン参加：Zoomウェビナーでの配信
参 加 費　無　料（どなたでもご参加いただけます）
定　　員　【先着順】会場参加 150名、オンライン参加 500名
申込方法　https://alberta.rakuno.org/seminer.html
　　　　　【締　切】2022年2月15日（水）

09:00 開　　会 谷山　弘行（北海道アルバータ酪農科学技術交流協会　会長）

09:05 あいさつ

国際連合生物多様性条約（CBD）　エリザベス・マルマ・ムレマ
　　　　　　　　　   事務局長　　　　    Dr. Elizabeth Maruma Mrema
	

09:20 基調講演

国際連合食糧農業機関（FAO）　　  イレーナ・ホフマン
気候変動・生物多様性・環境局　　　　  Dr. Irene Hoffman

持続可能な農業 ～生物多様性と気候危機とのつながり～

10:00 講　演１

アルバータ大学　　　　　　　　　    モニレ・ファラマーズィ
理学部地球大気科学科　准教授　　　　 Dr. Monireh Faramarzi
気候変動下で小麦・大麦の収穫量はどう変化するか？
～カナダにおける収量変化を予測する～

10:40 講　演２

アルバータ大学　　　　　　　　　    デブラ・デイビッドソン
農業・生命・環境科学部　教授　　　　   Dr. Debra Davidson
気候危機への対応における社会的な障壁と実現可能性
～アルバータ州の農家での実例をもとに～

11:20 質疑応答

11:50 閉　　会 堂地　　修（酪農学園大学　学長）

共催：北海道アルバータ酪農科学技術交流協会／酪農学園大学

生物多様性担当部長

 海外農業技術セミナー / 酪農学園大学SDGsセミナー ハイブリッド形式

気候危機と
生物多様性の喪失

申込みフォーム
より参加できます
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定期総会・役員一覧・会費等

2021年度　役員一覧（2021年7月9日現在）

第49回定期総会

役　職 氏 名 所 属 備 考
名誉会長 鈴木　直道 北海道 知事
顧　　問 宮田　　大 北海道 農政部長
会　　長 谷山　弘行 学校法人酪農学園 理事長

副  会  長
高山　光男 雪印種苗株式会社 代表取締役社長
町村　　均 株式会社町村農場 代表取締役
幸田　幸弘 株式会社丹波屋 代表取締役会長

常任理事 𠮷中　厚裕 酪農学園社会連携センター センター長

理　　事

戸邉　誠司 雪印メグミルク株式会社 酪農総合研究所所長
山口　哲朗 北海道ホルスタイン農業協同組合 代表理事 組合長
檜尾　康知 日本酪農青年研究連盟 委員長
土門　幸男 一般社団法人 ジェネティクス北海道 常務理事
村山　昭二 酪農学園大学附属とわの森三愛高等学校 元校長
安宅　一夫 酪農学園大学 名誉教授
髙橋　　茂 酪農学園大学 元教授
石島　　力 学校法人酪農学園 常務理事
堂地　　修 酪農学園大学 学長
西田　丈夫 酪農学園大学附属とわの森三愛高等学校 校長
樋口　豪紀 酪農学園大学 獣医学群 獣医学類 学類長
亀岡　　笑 酪農学園社会連携センター 副センター長

監　　事
吉田　陽平 学校法人酪農学園 財務課 課長
佐藤　祐一 雪印種苗株式会社 経理部長

参　　与

齋藤　浩哉 雪印メグミルク株式会社 北海道副本部長
小山　久一 酪農学園大学同窓会校友会 会長
黒澤　敬三 酪農学園大学短期大学部同窓会 会長
園田　高広 酪農学園大学 農食環境学群 学群長
及川　　伸 酪農学園大学 獣医学群 学群長
井上　誠司 酪農学園大学 農食環境学群 循環農学類 学類長
金田　　勇 酪農学園大学 農食環境学群 食と健康学類 学類長
中谷　暢丈 酪農学園大学 農食環境学群 環境共生学類 学類長
菅野美樹夫 酪農学園大学 獣医学群 獣医保健看護学類 学類長

事務局長 髙山　基樹 酪農学園社会連携センター 事務次長

　新型コロナウイルス感染拡大の影響により、第48回（2020年度）に引き続き、今年度

も書面開催となりました。2021年７月９日必着で議決書をご提出いただき、以下のすべ

ての議案について可決され、当協会ホームページにおいて結果を報告いたしました。

　２年連続で定期総会が書面開催となりました。派遣事業も実現できずオンライン留学と

しておりますが、来年度の第50回定期総会は対面で開催できることを祈ります。

❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖

　◦�第１号議案：2020（令和２）年度　事業報告ならびに収支決算について

　◦�第２号議案：2021（令和３）年度　事業報告ならびに収支予算（案）について

　◦�第３号議案：役員の改選について

会費（2021年11月30日現在）
誠にありがとうございます。
感謝をもってご報告申し上げます。
� （敬称略・順不同）
【団体会費】
   ・一般社団法人 北海道酪農協会
   ・北海道ホルスタイン農業協同組合
   ・株式会社 町村農場
   ・雪印種苗株式会社
   ・雪印メグミルク株式会社
   ・学校法人酪農学園　　　�（以上６件）
【個人会費】
   ・相　澤　　　親　・青　野　芳　樹
   ・五十嵐　広　司　・泉　澤　章　彦
   ・伊　藤　　　智　・梅　岡　一　博
   ・加　藤　寛　治　・加　藤　源　祐
   ・杉　浦　　　真　・杉　本　和　彦
   ・田　守　義　博　・千　葉　喜　好
   ・長　井　信　之　・永　谷　芳　晴
   ・安　田　　　元	� （以上15件）

2021年度会費の納入について
　2021年度個人会費未納の方は、以下の
いずれかの方法で納入にご協力ください。
▶ 年間会費：3,000円／年　
▶ 郵便振替（�郵便局の払込取扱票で払い込みください）

　口座番号：０２７８０－９－２３１３１
　加入者名：�北海道アルバータ酪農科学

技術交流協会
▶ 銀行振込（�以下の口座にお振り込みください）

　銀  行  名：北海道銀行　大麻支店
　口座種類：普通　
　口座番号：０１０２５７５
　加入者名：�北海道アルバータ酪農科学技

術交流協会　会長　谷山弘行

公益財団法人 酪農学園後援会の
解散について

　2021年３月の公益財団法人酪農学園後
援会の解散に伴い、その事業が学校法人
酪農学園に移管されました。毎年度、酪
農学園後援会より受給していました助成
金40万円につきましては、学校法人酪農
学園の会費として支払われることとなり
ましたので、ご報告いたします。併せて、
佐藤貢・雪印乳業-酪農学園・アルバー
タ大学奨学基金の果実55万円分につきま
しても同様、学校法人酪農学園より支払
われますので、ここにご報告いたします。
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日 時 　2022年２月９日（水）～13日（日）　10：30～18：30（予定）
場 所 　札幌駅前通地下広場　憩いの空間E・W
主 催 　�酪農学園社会連携センター

　　　    ◦酪農学園大学（江別市）
　　　    ◦株式会社アンジュ・ド・フロマージュ（黒松内町）　
　　　    ◦株式会社宇野牧場（天塩町）
　　　    ◦株式会社オホーツクファーム喜多牧場（紋別市）
　　　    ◦株式会社ジャパチーズ（旭川市）
　　　    ◦有限会社十勝しんむら牧場（上士幌町）　　　
　　　    ◦株式会社長沼あいす（長沼町）
　　　    ◦有限会社山川牧場自然牛乳（七飯町）　　………他 全13ブースを予定

　　　　　　　 酪農学園社会連携センター　地域連携課
　　　　　　　 TEL：011-388-4131,   E-mail：rg-ext@rakuno.ac.jp

発　行

これからの日本の酪農を守るため…

新型コロナウイルスの影響で落ち
込んだ牛乳乳製品の消費がまだま
だ回復していません！

このままでは、年末年始と、年度
末（３月）に、乳製品工場の処理
能力を超える「処理不可能乳」(生
乳廃棄)が発生してしまう可能性が
あります。

生乳廃棄が発生すると、日本の酪農
乳業界は大きなダメージを受ける
ことになり、コロナ後の需要回復
に応えられなくなる可能性があり
ます。

　「酪農学園チ･カ･ホ de マルシェ」が今年も開催されます。牛乳乳製品の
消費拡大をPRするために、酪農学園および卒業生が製造した牛乳乳製品
の販売を中心としたイベントで、今年は期間と出店場所を拡大し、札幌駅
前通地下広場（チ･カ･ホ）にて５日間にわたり開催されます。

■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　

■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　

牛乳乳製品の消費拡大に
ご協力をお願いします!

❖ 酪農学園チ･カ･ホ de マルシェの開催について

出店

・

出品

イベントの
問い合わせ先

　令和３年秋の叙勲が内閣府より11月３日付
けで発表され、当協会の会長である谷山弘行が
旭日中綬章を受章しました。谷山会長は、長年
にわたる私学振興の功績を称えられ、今回の受
章となりました。
　旭日章は、日本初の勲章として明治８（1875）
年に制定されました。国または公共に対し功労
のある者が対象となり、功績の内容に着目し、
顕著な功績を上げた者に授与される勲章です。

谷山弘行会長が令和3年秋の叙勲
「旭日中綬章」を受章しました


